
令和4年度から新たに下水道接続補助事業が始まります
　令和4年度から、くみ取りトイレ、または浄化槽から下水道へ接続する改造工事をされる人を対象に補助金を
交付する下水道接続補助事業を創設します。
〇補助対象者　供用開始から3年以内にくみ取りトイレ、または浄化槽から下水道へ接続する改造工事をする人（新築、
　　　　　　　改築、増築に伴う場合を除く）
※ただし、令和6年度までは、供用開始から3年経過していても対象とします。
〇補助対象金額　工事費（上限20万円）

広告

20 2021.4

※「広報ちりゅう」発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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　下水道が使えるようになったら（下水道が整備されたら）、遅滞なく下水道に接続しましょう。これは、下水道
法という法律で義務付けられています。（下水道法第10条）なお、「くみ取りトイレ」は、供用開始後3年以内に
水洗トイレに改造し、下水道に接続することが義務付けられています。（下水道法第11条の3）　

※排水設備とは、家庭から出る生活排水をトイレの排水と一緒に下水道へ流すための排水管や、ますなどの設備をまとめていいます。
※工事費用は内容や条件によって異なりますので、複数の指定工事店から見積をとり、分からないことはよくご相談されることをお勧めします。
○改造資金の融資をあっせんします

市では水洗化を促進するため、下水道の供用開始の日から3年以内に限り、今まで使用していたくみ取りトイレから
水洗トイレへの改造工事や、浄化槽を廃止して下水道に接続する工事をされる人を対象に工事資金の融資あっせん制度
を設けています。
○浄化槽転用補助制度

今まで使用していた浄化槽を、敷地内に降った雨水を貯留する施設として転用するための改造をされる場合の補助金
制度もあります。ぜひご活用ください。

○下水道に接続するには、排水設備を下水道へ接続・切替えをする工事が必要です。
　（工事費用は自己負担）

○工事は指定工事店に依頼してください
工事をする場合は、知立市下水道事業排水設備工事指

定工事店に依頼してください。指定工事店以外で行うと、
無資格工事となり工事のやり直しや罰則が科せられます。

（市下水道条例第7条、第34条）
指定工事店は、工事の施工に必要な知識や技術を持っ

ていると市が認め指定した業者で、接続に必要な申請等
も代行します。

指定工事店は、市ホームページまたは下水道課で確認
できます。

○下水道が使えるまでの流れ
この間の手続きは指定工事店が行います

下水道に接続しましょう！

問 �下水道課　下水庶務係（☎95－0159）


